
　
東
日
本
大
震
災
吋
１
１
日
で
発
生
か
ら
３
ヵ
月
。
県
内
か
ら
は
支

援
の
た
め
に
自
治
体
職
員
や
企
業
関
係
者
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ら
延
べ
２
７
０
０
入
以
上
が
被
災
地
に
入
り
、
県
内
に
遜
難
し
た

被
災
者
に
は
行
政
な
ど
が
住
宅
、
生
活
の
サ
ポ
ー
ト
態
勢
を
敷
く
。

現
地
で
は
今
も
警
察
や
自
衛
隊
、
医
療
チ
ー
ム
な
ど
が
活
動
す
る

一
方
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
仲
介
す
る
ス
タ
ッ
フ
が
不
足
し
、
円
滑

な
派
遣
が
で
き
な
い
状
況
が
表
面
化
す
る
な
ど
、
新
た
な
課
題
も

出
て
い
る
。

2
7
0
0
人
超
が
被
災
地
支
援

市
民
ヽ
自
治
体
避
難
者
生
活
ケ
ア
も

　
　
【
マ
ン
パ
ワ
ー
】

　
　
県
や
県
警
の
現
地
派
遣

は
延
べ
約
１
３
０
０
人
に

上
る
。
県
の
化
学
専
門
職

・
員
は
５
月
末
ま
で
1
7
人
が

福
島
県
に
入
り
、
福
島
第

士
原
発
か
ら
半
径
3
0
キ
ロ
圈

ぎ
り
ぎ
り
で
放
射
線
測
定

・
に
当
た
っ
た
。
県
と
市
町

一
打
合
同
の
保
健
師
チ
ー
ム

石
組
成
さ
れ
、
Ｉ
Ｏ
Ｏ
人

以
上
が
避
難
所
や
仮
設
住

宅
を
巡
回
し
て
心
身
両
面

を
ケ
ア
し
た
。

　
大
型
運
休
ご
ろ
か
ら
は

仮
設
住
宅
の
建
設
、
漁
港

の
復
旧
と
い
っ
た
復
興
支

援
も
本
格
化
。
５
月
８
日

か
ら
今
月
５
日
ま
で
福
島
」

県
相
馬
市
で
漁
港
被
害
を

調
査
し
た
県
水
産
課
の
小

林
弘
典
主
任
（
3
6
）
は
「
海

岸
付
近
の
家
や
堤
防
は
根

元
か
ら
海
に
さ
ら
わ
れ
て

い
た
。
港
内
も
し
ゅ
ん
せ

つ
が
必
要
で
、
漁
業
再
開

の
め
ど
が
立
た
な
い
状
態

だ
っ
た
」
と
話
す
。

　
県
警
は
こ
れ
ま
で
に
５

７
土
人
が
行
方
不
明
者
の

捜
索
や
原
発
付
近
の
交
通

規
制
で
活
動
。
県
内
市
町

村
か
ら
も
上
下
水
道
や
環

境
部
局
の
職
員
が
訪
れ
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
復
旧
や
ご

み
処
理
に
汗
を
流
す
。

　
　
「
受
け
入
れ
」

　
津
波
に
よ
る
壊
滅
的
被

害
、
原
発
事
故
に
よ
る
立

ち
入
り
制
限
・
・
・
。
被
災
者

が
故
郷
へ
帰
る
め
ど
が
立

た
な
い
中
、
県
は
５
千
人

規
模
の
受
け
入
れ
を
表
明

し
た
。
民
間
に
も
協
力
を

呼
び
掛
け
、
阪
神
大
震
災

以
来
の
大
規
模
な
態
勢
を

津波被害を受けた民家の床下にたまった

泥を運び出す日赤県支部登録の市民ボラ

敷
く
。

　
県
と
市
町
村
が
用
意
し

た
公
営
住
宅
は
約
３
２
０

戸
。
家
賃
は
全
額
免
除
、

敷
金
や
連
帯
保
証
人
も
不

要
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ま

y･

言名……称､ﾐ 馴人数 ご拠　点， 期'二間、 活動内容

県警広域緊急援助隊 124人
福島県いわき市､宮城県

東松島市など 3/11～5/5
避難誘導､交通規制､検視、
遺族対策

中国管区機動隊県部隊 273人
岩手県陸前高田市、

宮城県石巻市､福島県

3/16~3/22､3/29~

4/8､S2~5/16 行方不明者捜索､交通規制

県警機動隊 58人岩手県九戸郡など 3/24～ 不明者捜索

県警地域警察特別派遣部隊
80人

福島県郡山市､相馬市、

いわき市など 4/5～ パトロール

陸上自衛隊三軒屋駐屯地部隊 約200人 岩手県宮古市、
山田町､大槌町 3/12～6/7

道路･家屋のがれき撤去、

不明者捜索

陸上自衛隊日本原駐屯雅隊 約500人

福島県新地町 3/15～ 不明者捜索､物資輸送､生活支援

緊急消防援助隊 303人
宮城県多賀城市、

塩釜市､七ヶ浜町など 3/12～21
道路障害物撤去､患者･物資
の搬送、捜索･救助活動、コ
ンビナート火災残火処理

県消防防災ヘリ｢きび｣ 28人
宮城県石巻市､塩釜市、

気仙沼市など 3/12～31
不明者捜索､救急搬送、

物資輸送､人員搬送

日赤県支部救護班 98人
宮城県石巻市、

岩手県陸前高田市など 3/11～ 傷病者治療､心のケア

ＤＭＡＴ
27人
岩手県花巻市、

福島県川俣町 3/11～14 救命医療

ＡＭＤＡ 約150人 岩手県大槌町、
宮城県南三陸町

3/12～4/30 避難者診療

県医師会 105人 宮城県石巻市 3/12～ 傷病者治療

岡山犬医療支援ﾁｰﾑ 73人岩手県大船渡市 3/16～4/21 遊離者診療
県心のケアチーム 45人宮城県南三陸町､登米市 3/16～5/2 心のケア

県保健師チーム 109人
岩手県大船渡市、
福島県会津坂下町 3/18～6/28 健康相談､血圧測定など

県内災害拠点病院による

医療救護班
102人 岩手県大船渡市 3/24～4/30 避難者診療

県職員支援隊 86人仙台市など 3/28～
避難所運営支援､岡山県での受け入れ

情報提供災害対策本部の業務支援

岡山ガス 22人仙台市 3/28～4/16 ガス漏れのチェック､開栓作業
県社協一般ボランティア 103人 宮城県多賀城市 5/9～ 家財搬出､泥の片付けなど
倉敷市社協市民ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 158人 岩手県陸前高田市など 4/29～ がれき撤去､写真捜索
日赤県支部

登録市民ボランティア 74人宮城県気仙沼市など 3/30～ 家財道具の搬出､支援物資の
仕分けなど

県内介護職員チーム 19人岩手県陸前高田市 5/1～6/12 介護､リハビリなど

県建築職員チーム 3人 福島県福島市 4/20～6/30 仮設住宅建設の工事管理など
県漁港関係職員チーム 2人 福島県相馬市 5/9～7/29 漁港関係施設の復旧業務

で
に
2
5
世
帯
7
3
入
が
入
居

し
て
お
り
、
さ
ら
に
約
1
0

世
帯
の
受
け
入
れ
が
決
ま

っ
て
い
る
。

　
県
は
日
常
生
活
用
品
と

１
世
帯
1
0
万
円
の
生
活
一

時
金
を
支
給
し
て
お
り
、

3
7
件
の
申
請
が
あ
っ
た
。

こ
れ
と
は
別
に
独
自
の
支

援
金
制
度
を
設
け
て
い
る

市
町
村
も
多
い
。
県
や
倉

敷
市
は
文
化
施
設
や
ス
ポ

ー
ツ
施
設
の
入
館
・
入
場

料
を
免
除
。
県
バ
ス
協
会

も
加
盟
８
社
の
運
賃
を
1
0

月
末
ま
で
無
料
と
し
て
い

る
。
　
　
【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
物

資
】
　
県
社
会
福
祉
協
議
会
の

県
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
５

月
以
降
で
３
回
、
１
０
３

入
が
被
災
地
に
赴
い
た
。

県
民
の
意
識
は
高
く
、
い

ず
れ
も
募
集
開
始
か
ら
１

時
間
以
内
に
定
員
が
埋
ま

っ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
８

月
ま
で
に
５
回
派
遣
す
る

予
定
だ
。

　
第
１
陣
（
５
月
９
～
1
3

且
に
参
加
し
た
岡
山
市

北
区
国
体
町
、
会
社
員
三

上
雄
さ
ん
（
3
8
）
は
「
大
量

の
泥
と
悪
臭
で
作
業
は
き

つ
か
っ
た
。
現
地
で
は
人

手
が
足
り
て
い
な
か
っ

た
」
と
話
す
。

　
国
際
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
本
部
・
岡

山
市
北
区
伊
福
町
）
は
、

看
護
師
、
。
調
整
員
ら
約
Ｌ

５
０
人
が
岩
手
県
大
槌
町

や
宮
城
県
南
三
陸
町
で
医

療
支
援
に
当
た
っ
た
。

　
ま
た
、
県
や
総
社
市
は

ガ
ソ
リ
ン
不
足
の
自
治
体

へ
電
気
自
動
車
を
貸
し
出

し
。
県
は
学
校
を
失
い
避

難
所
で
の
授
業
を
強
い
ら

れ
て
い
る
子
供
の
た
め
の

黒
板
、
暑
さ
対
策
の
扇
風

機
も
送
っ
。
て
い
る
。

　
日
赤
県
支
部
に
寄
託
さ

れ
た
義
援
金
は
９
日
現
在

1
9
億
６
７
０
０
万
円
に
達

し
た
。
倉
敷
市
は
ス
ー
パ

ー
ク
ー
ル
ビ
ズ
の
ポ
ロ
シ

ャ
ツ
を
作
製
し
、
職
員
の

購
入
代
金
の
一
部
を
義
援

金
に
充
て
る
。

派
遣
受
け
入
れ
に
壁

　
ぴ
ン
ー
’
ィ
四
現
地
の
調
整
役
不
足

　
「
家
屋
の
清
掃
や
家
財

搬
出
な
ど
、
被
災
者
支
援

の
仕
事
は
多
岐
に
わ
た

り
、
人
手
は
足
り
な
い
」
。

岩
手
県
遠
野
市
を
拠
点
に

活
動
す
る
倉
敷
市
社
会
福

祉
協
議
会
（
社
協
）
倉
敷

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

職
員
は
言
う
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は
４
月
末

出
発
の
第
１
陣
以
降
、
市

民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
計
１
７

７
入
を
同
県
大
船
渡
市
な

ど
に
派
遣
。
県
社
協
や
日

赤
県
支
部
か
ら
も
他
の
被

災
地
へ
入
っ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
１
１
０
入

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
希
望

し
て
い
る
日
赤
県
支
部
は

６
月
中
、
わ
ず
か
1
0
入
の

派
遺
に
と
ど
ま
る
。
「
現

地
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
調

整
役
を
担
う
運
営
ス
タ
ッ

フ
が
不
足
し
、
受
け
入
れ

が
進
ま
な
い
」
と
同
支
部

の
担
当
者
。
ス
タ
ッ
フ
の

疲
弊
が
深
刻
だ
と
い
う
。

　
仮
設
住
宅
の
建
設
が
進

む
被
災
地
で
は
、
避
難
所

か
ら
の
引
っ
越
し
や
高
齢

者
の
安
否
確
認
と
い
っ
た

支
援
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
と

み
ら
れ
る
が
、
「
ま
だ
、

が
れ
き
撤
去
が
手
つ
か
ず

の
場
所
も
多
く
、
も
ど
か

し
い
」
と
隨
支
部
。

　
一
方
、
復
興
に
は
地
域

医
療
の
再
生
が
重
要
課
題

と
さ
れ
る
中
、
か
か
り
つ

け
医
で
あ
る
診
療
所
の
再

開
が
遅
れ
て
い
る
。
宮
城

県
石
巻
市
で
診
療
を
続
け

る
県
災
害
医
療
チ
ー
ム
・

Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
お
か
や
ま
代
表

の
松
山
正
春
医
師
は
「
被

災
地
で
の
経
営
に
不
安
も

あ
り
、
二
の
足
を
踏
ん
で

い
る
。
自
立
を
促
す
支

援
を
検
討
し
た
い
」
と
話

す
。
　
被
災
者
の
心
の
ケ
ア
で

も
新
た
な
対
応
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
岩
手
県
大
船

渡
市
で
活
動
す
る
県
保
健

師
チ
ー
ム
は
、
仮
設
住
宅

入
居
後
の
精
神
状
態
を
懸

念
。
「
将
来
へ
の
不
安
で

落
ち
込
む
例
も
少
な
く
な

い
」
と
、
現
地
の
精
神
科

医
や
行
政
と
の
連
携
の
必

要
性
を
強
調
す
る
。

　
（
秋
山
昌
三
、
亀
井
良
平
）

県
防
災
計
画
見
直
し
へ
意
見
鯖
赳
顕
皿

　
県
は
1
0
日
、
東
日
本
大

震
災
を
踏
ま
え
た
県
の
地

域
防
災
計
画
見
直
し
に
向

け
、
外
部
の
専
門
家
ら
で

つ
く
る
「
地
震
・
津
波
対

策
専
門
委
員
会
」
の
初
会

合
を
岡
山
市
内
で
開
い

た
。
見
直
し
に
は
近
い
将

来
の
発
生
が
予
想
さ
れ
る

東
海
、
東
南
海
、
南
海
地

震
と
３
地
震
の
運
動
も
含

め
、
津
波
の
高
さ
や
被
害

範
囲
が
こ
れ
ま
で
の
想
定

を
大
き
く
上
回
る
可
能
性

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
人
命

保
護
を
優
先
し
た
り
重
点

項
目
を
設
け
る
こ
と
な
ど

が
提
案
さ
れ
た
。

　
災
害
情
報
シ
ス
テ
ム
や

災
害
心
理
学
な
ど
を
専
門

と
す
る
県
内
外
の
大
学

教
授
、
准
教
授
の
ほ
か
、

県
の
担
当
者
と
岡
山
、
倉

敷
関
市
の
危
機
管
理
監

ら
委
員
８
人
が
出
席
し

た
。
　
委
員
長
に
、
国
の
震
災

ふ
‥
波
対
策
の
見
直
し
を

す
る
政
府
の
中
央
防
災
会

議
専
門
調
査
会
座
長
の
河

田
憲
昭
関
西
大
教
授
を
選

出
。
河
田
委
員
長
は
東
日

本
大
震
災
に
つ
い
て
、
津

波
の
高
さ
が
予
想
の
２
倍

以
上
で
、
港
湾
に
押
し
寄

せ
た
海
水
最
も
桁
這
い
だ

っ
た
と
す
る
分
析
結
果
を

報
告
し
た
。

よ
こ
議
で
は
、
複
数
の
委

員
か
ら
「
県
の
地
域
防
災

計
画
が
デ
ー
タ
を
並
べ
た

一
般
論
に
な
っ
て
い
る
」

と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。
見

直
し
に
向
け
て
は
「
計
画

の
最
終
目
的
を
定
め
た
上

で
、
個
別
に
人
命
保
護
や

液
状
化
対
策
、
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
強
化
な
ど
優
先
的

に
取
り
組
む
分
野
を
順

位
付
け
す
べ
き
だ
」
「
津

波
の
到
達
時
間
ご
と
に
グ

ル
ー
プ
分
け
す
る
な
ど
、

地
域
別
に
対
策
を
講
じ

て
は
」
な
ど
の
意
見
が
出

た
。
　
同
委
員
会
は
、
年
内
に

あ
と
４
回
開
き
、
年
度
内

に
見
直
す
地
域
防
災
計
画

へ
意
見
を
集
約
し
、
提
言

す
る
。
（
入
野
晶
言
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